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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・7/1よりリハビリテーションプログラムが新体制で開始予定です。

　（新体制での実施曜日について）

7月は火曜日にグループ毎に分かれて行いますが、徐々に月曜日や金曜日なども増やす

予定です。場所は体育館・西病棟ホール・西病棟ミーティングルームが使用可。

プレミーティングの際、スタッフの配置人数や内容に合わせ、実施する場所を決定していき

ます。
　（記録及び回覧について）

今まで個人記録は手書きでしたが、7月からパソコンへの入力に切り替わります。

月末までに総括を打ち込み（誰が総括の入力をするかは、各病棟で決めて下さい。）病棟毎に

プリントアウトし、翌月の5日までに主治医へに提出お願いします。

　従来の個人記録ではなく、より内容を詳しく記載します。グループ毎に決めた目標の評価を

個人記録に反映させていきます。
　

回覧も書式変更予定です。実施内容とその結果、運営の申し送り、出欠管理、備品チェック

の入力となります。

今までは回覧を病棟毎に当番を決めていましたが、これからはプレミーティングで当日

携わるスタッフの中から決め、回覧する事になります。
　新たに出欠管理表を取り入れます。記載欄には○・△・×で記載します。

最後まで参加→○

外出・外泊・診察による途中参加・途中退室→△

最初から来ない・顔出し→×
　（進行・備品管理等について）

　　スタッフ不足により配置出来ない場合は、プレミーティングの際に申し送りし、

病棟内での実施も可。（責任の所在を明確にする為。）開始時刻9：30に囚われず、

最低でも実施時間を１時間確保出来るのであれば、開始時刻は何時でも良い。

11時に終了出来るよう調整する。

　　物品などの破損チェックを回覧者が行う事に決まりました。

物品が破損した場合は、在庫状況により破棄するかどうか決めるので、吉田(え)さん・

鳥谷部(由)さん・相馬ＪＧＭ・上野ＪＧＭへメールし判断を仰いでください。

　　7月から新たに行う疾病教室等の指導要項に関して、7月分については西病棟のクリア

　　ファイルに綴じてあるそうです。

　　どこにあるかは当日のリハプロスタッフがプレミーティングに確認して下さい。
　　用紙した資料には進め方等が載っていますが、あくまでも参考程度に使用し、患者様に

　　合わせたプログラムを実施するようにして下さい。

　　※全職員がスムーズに進行・実施出来るよう、勉強会の資料を作成中です。
・病棟日誌について、6/30より書式が変更となります。

　スタッフの勤務状況について記載方法が変わりました。

　　旧）深　→　新）明け

　　日勤で深夜入りの場合　　旧）日　→　新）日/深

　　公休で深夜入りの場合　　旧）休　→　新）休/深

・新しいネームカードは早目に受け取りに行くようにして下さい。

＜注目患者様ケース検討＞

・滝田　英人様～日課は支障なく取り組み、SSTも落ち着いて参加しています。

　　　　　　長期間使用していた衣類の洗濯について確認した際、「女房が洗う。」

　　　　　　　　と話しています。保清状況の観察・確認を行い、定期的な洗濯が行えるよう

　　　　　　　　関わっていきましょう。

・布施　邦雄様～日課やSSTには落ち着いて取り組む事が出来ています。買い物の際は移動持

　　　　　　　　アパートでの生活について病前のエピソードと関連付けながら話し続ける

　　　　　　　　等、多弁さが見られています。服薬時には「薬について知りたい。」「今まで

　　　　　　　　出来る事が出来なくなった。」等と話しています。夜間の睡眠はとれています。

　　　　　　　　本人が伝えたい事を適切に言語化出来るように援助していきましょう。

・倉橋　生子様～日課は休まず取り組んでいます。廊下をウォーキングしている際、

　　　　　　　　他の患者様とすれ違い、ぶつかりそうになっていますが、興奮等は

　　　　　　　　見られません。今後への不安・焦燥感を訴えた際には、適切に言語化出来る

　　　　　　　　よう援助すると共に、退院までの間、何が出来るか（例：ストレスの対処方法

　　　　　　　　を考え実践する等）を考えて頂くよう介入していきましょう。

・田名部　浩平様～日課は支障なく取り組む事が出来ていますが、余暇時の奇異な動作が認め

　　　　　　　　　られる頻度が増えてきています。次回の外泊について日時調整が必要で

　　　　　　　　　ある旨介入したのを境に奇異な動作の頻度が増加傾向となっています。

　　　　　　　　　日課の取り組み状況、睡眠状況に変化がないか観察・確認し、外泊への

　　　　　　　　　不安の有無等を確認していくようにしましょう。

